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高野 山霊宝館 の 設立過程 1　　　　　　　　　 こ

「宝物館書類」 を中心 に

関する
一

考察

梅　原　豪　
一

1． は じめ に

　 高野 山内 に あ る 高 野 山霊 宝館 （以 下 ，霊 宝 館） は
， 財 団法人 高野 山文化 財保 存

会 が運営 し， 国宝 ， 重 要文化 財 ， 和歌 山県指 定文 化財 等 を含 む
， 約 50

，
000点が

収蔵 され て い る 博物館相 当施設 で あ る．

　霊宝館の 設立過程 を叙述 した 史料 として 『高野 山霊宝館建設報告書』（以 下，r報

告書』） が 挙げ られ る． こ れ に よ っ て 霊 宝館設立 に 至 っ た経緯や ， 建設 趣意 書 ，

寄付者名簿 と寄付額， さ らに， 建設費用 な どを確認する こ とが で きる ． 「報告書』

に よ っ て 霊 宝館 の 設 立 過 程 を略 述 す れ ば次の よ うに な る ．

　明 治 43年 （1910）1 月 ， 財 界人 の 根 津嘉 一 郎 （1860−1940）
1＞

が 高野 山 を 訪 れ，

高野 山重役か ら宝物館 設立 の 希 望 を聞 き大 い に 賛同 した
2）
． こ れ を き っ か けに 同

年 ， 根津 は発起 人 を招集 しは じめ た ． 大正 3 年 （1914）1 月 に 高野 山宝物 保存 会

が組織 され 本格的 に事業が動 き出 し
3）

， 大正 9年 （1920）9月 30日に建物を竣工 し
，

大 正 10年 （1921）3 月 1 日に仮 開館 とな り， 同年 5月 15 日 に霊 宝館 と して 正 式

な 開館式 を挙行 して現在 に至 っ て い る．

　また， 霊宝館所蔵史料の 中に金剛峯寺編 「宝物館書類」が あ る． その 内容 は宝

物館 （霊宝館）建設 決議 に関す る書類 を始め
， 建設趣 意書の 草 案 ， 実業家 の 書簡 ，

電報 送達紙 な ど多種 に わ た る． 『報告書』 は 「宝物館 書類」 の 記録 を もとに 作成

され た と考 え られ る ．

　本研究 で は明治期の 高野 山宝物を取 り巻 く状況 と
， そ れに対す る 人 々 の 取 り組

み の
一

端 を 明 らか に す る こ とを 目的 とす る．

2． 高野山宝物を取 り巻 く環境

　明 治 に入 り， 高野 山を取 り巻 く環境 は大 きく変化 した ． その 中で
， 高野 山内に

あ る宝 物 もそ の 影響 を受 ける こ と とな る． すな わ ち ， 宝物 は （1）経 済的 困窮 に
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よ る流 出の 危機 ， （2）火災 に よ る 焼失 の 危機， （3）盗 難の 危機 に 晒 され て い た ．

そ れ ぞれ に例 を挙げる ．

　（1）に は ， 栗山藤作
4）

か らの 借入金 の 問題 を挙げ る こ とが で きる ． 明 治 21 年

（1888） に は栗 山 か ら金剛峯寺が 負 っ た 負債が 7 万 円 とな っ た ． そ の 対 応 策の 1

つ と して ， 山内 の 宝物等 を政 府に預 け て 金銭 を借用 す る 案が 出 された
5）
． こ の 時

は幸い に も宝物が 流出する こ とは なか っ た ． しか し，
こ の 他 に も経済的困窮 に よ

る宝 物流 出 の 危機 は少 なか らずあ っ た ．

　（2）に は ， 明治 21年 （1888）の 大火 が挙げられ る． 高 野 山は 3 月 23 日か ら 2

日間に渡 り大規模 な火災 に見舞わ れ
， 多 くの 寺院 と宝物が 灰燼に帰 した． 焼失 し

た宝物 は 数多 くある が
， そ の 中で 特 に 注 目すべ きもの は絹本著色五 大力菩薩像の

内 2 幅で ある ． 現在， 残 りの 3 幅 は い ずれ も国宝 とな っ て い る こ とか ら も ，
こ の

被害 がい か に 大 きな もの で あ っ たか 理 解 で きる．

　 （3）に は， 明治 32年 （1899）4 月 5 日に 御影堂 宝庫か ら多 くの 宝物が 盗 ま れ た

事件が 挙げ られ る
6＞
． 被害に あ っ た 宝物は ， 孝明天 皇脇差 ， 豊 臣公太刀 ， 飛行三

鈷等 ， 歴 史的に 大変重要 な もの で あり， 中で も飛行三 鈷 は 当時国宝 と され て い

た． 後 に 犯 人 は逮捕 され， 飛行三 鈷 は無事 に返 還 され た． しか し ， そ の 他 の 宝 物

の 中に は
，

金具 を取 り外 され て し ま っ た もの や ， ひ どい 場合は ， 金塊 にする た め

金具 を溶 か されて しまっ た もの もあ っ た．

3 ． 宝物保護 の 動 き

　以上 の よ うに
， 明治期 は高野 山宝物 に と っ て 波乱 の 時で あ っ た ． しか し ， 宝物

に対 す る意識 に も変化 が 起 こ る． 明治 21 年 （1888）5 月か ら 9 月に か けて ， 官命

に よ り， 九鬼 隆
一

（1850− 1931）
7）

を筆頭 とする調査 団 に よ っ て ， 近畿 地方の 古社

寺宝物が 調査 さ れ る． こ の 調 査 団 に は フ ェ ノ ロ サ （1853−1908）， 岡倉天 心 （1863−

1913）等が 参加 して い た ． 調査 団は 高野 山 も訪れ て お り， 岡倉天心 に よ る高野 山

宝物 の 調 査記 録 も残 され て い る
8）
． 先 述 した通 り，

こ の 年高野 山内は
， 火 災 に

よ っ て 多大 の 被害 を被 っ て い た． この 火災 の 直後 に調査 を行 っ た とい う点 は興味

深 い ． こ の よ うに 明治期 半 ば を過 ぎ る 頃 に は宝 物 保護 に 向 けて 積 極 的 な動 きが

あ っ た ． そ して 明治 30年 （1897） に は ， 古社寺保存法が 制定 され， 宝物 を保護 し

よ うとい うシ ス テ ム が構築される．

　 さ ら に 明治 33年 （1900） に は， 高野 山興 隆会が 組織 され る． こ の 組織 は
， 「興

隆会録事」に よれ ば 「当山 を興 隆する の 方法を講 ずる 」た め の 組織 で あ る． 「学
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徳修養の 道 ， 建 造物 の 復興 ， 宝物の 保存法等」の 事業が 視野 に入 れ られ て お り，

そ の 目的の
一 つ と して宝物館 の 設立が 挙 げ られ て い る

9）
． こ の 時 に は具 体 的な 設

立 に 関す る動 きは見 られ な か っ たが ，
こ の よ うに宝 物 館 設立 の 構想 は ， 設 立 が 計

画 され る 10年前 に は 既 に あ っ た こ とが確 認 で きる． 役 員等 の 詳細 は ， 霊 宝館所

蔵 『興 隆会会 則』 に よ っ て 確認す る こ とが で きる
ID）

． そ して 注 目すべ きは ，
こ

の 会則 が 「宝物館 書類 」に 収録 され て い る こ と で あ る． しか し 『報告書』に は 興

隆会の 記述 が な く， 現段 階 で は興 隆会 と霊宝館設 立の 関 係 は不 明 で あ り， さ らな

る 調査の 必要性 が あ る ．

4 ． 「宝物館書類」に み る勧募活動の 詳細

　 『報告 書』 に は 財 界人達 の 尽力 の 様子 を確 認す る こ とが で きる． さ らに 「宝 物

館書類 」 に は ， 『報告書』で は確認 で きない 詳細 な記録 も残 され て い る ．

　例 えば ， 大 正 3 年 （1914）4 月 12 日に 開催 を予 定 され て い た大 師会 に 関係 す る

書 類で ある． 大 師会 とは ， 根津が 高野 山 に紹介 した益 田孝 （1847− 1938）
11）

が ， 明

治 29 年 （1896）3 月 21 日 に， 前年 に入 手 した 狩 野 探 幽 旧 蔵 の 弘法大 師筆座 右 銘

十六字
一

巻 の 披 露 を兼 ねた茶会 を ， 品川御殿 山の 自邸 で 催 した こ とに端 を発 し
，

その 後 ， 恒例化 した茶会 で ある ． 財界人達が 多 く集 まる こ の 茶会 に ， 宝 物館 設立

の 勧募 活動 を行 う目的で
， 宝物 を展覧す る計画が 立 て られ る

12）
．

　「宝物館書 類」 に含 まれ る ，
こ の 件 に関す る書類 には

， 「東上 報告 書」や 「国宝

出陳願 」等が ある ． これ らに よ っ て
，

どの よ うな宝物が 高野 山か ら東京 へ 持 ち 出

さ れ， 期間中 に誰 と会い ， どの よ うな事が 起 きた か 等 ， 「報告書』 に は ない 詳細

な情報を知る こ とが で きる．

　こ の 会 の た め に高野 山が用 意 した 宝 物 は
， 国宝 （古社 寺保存法基準）7 点で あ る．

そ の 中 に は ， 弘法大師 に所縁 が あ る もの 4 点 が含 まれ て い る ． こ の こ とか ら高野

山が如何 に こ の 大師会に カを注 こ うと した か が わ か る ．

5 ， おわ りに

　本稿で は霊 宝館設立 に至 る まで の 高野山宝物を取 り巻 く状 況 と
， それ に 対 する

人 々 の 取 り組 み の
一

部分 を取 り上 げ た ． 「宝物 館書類 」 は
， 霊宝 館設 立 に 向 けた

真 言宗高野派 の 動 き に留 ま らず ， 文化 財 保存 に果 た した財界 人の 役割の
一

端を知

る こ とが で きる 貴重 な 史料で あ る． 今後 ，
こ の 史料 の 調 査 を進 め る こ と に よ り，

文化財 をめ ぐる当 時の 高野 山 と財界人 との 結 びつ きを 明 らか に して ゆ きた い ．
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（16） 高野山霊 宝館の 設立過 程 に関する
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考察 （梅　原）

1 ）明治か ら昭和 時代前期 の 実業家．没後 ， 収集品を もとに 根津美術館が 設立 され た．

2 ）高野 山霊 宝館 1921， pp．2−3．

3 ）高野 山霊 宝館 1921，pp．5謁 ．

4 ）奈 良県五條 の 名士 で
， 当時鉱 山経 営 を行 っ て い た ．現在の 金久商事株式会社 ．

5 ）大 山 1936， pp．　175−176．

6 ）「高野教報』19 号， pp．29−32．

7 ）政 治家．明治 30年 （1897）の 古社寺保存法制定に も関わ っ て い る．男爵．

8 ）岡倉 1981．

9 ）『高野教報』17号 ， pp．42−43．

10）総裁 は ， 伏見宮邦家親王 第 8 王 子の 小松宮彰仁 親王 （1846− 1903）が就任 し，渋沢

　栄
一

（1840−1931）や 大隈重信 （1838−1922）な ど，政財 界の 人 物が 多 く所属 して い た．

11）明治か ら昭和前期 の 実業家．三 井財 閥の 発展 に尽 くした．男爵．

12）高野 山霊 宝ee　1921，
　 p．6．
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